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27 木造大日如来坐像市彫

37 木造聖観音立像市彫

23 石造宝篋印塔市建

43 鵜方村文書市古

24 石造五輪塔群市建

26 石造五輪塔群市建

32 木造如来形坐像市彫

35 木造薬師如来立像
及び両脇侍立像

市彫

29 曼荼羅石市彫

59 志島古墳群市史

53 ひっぽろ神事市無民

55 鼓踊市無民

56 鵜方獅子舞市無民

63 家建の茶屋跡の
オオシマザクラ

市天

65 小的矢の
日和山のタブノキ

市天

66 的矢村神社のイスノキ市天

68 大王埼灯台・門柱及び塀登建

69 安乗埼灯台登建

15 波切のわらじ曳き県無民

16 ささら踊り県無民

14 越賀の舞台県有民

11 紙本墨書大般若経県書

21 和具大島暖地性
砂防植物群落

県天

22 宇気比神社樹叢県天

19 旧越賀村郷蔵県史

38
木造薬師如来坐像
市彫

18 浜島古墳県史

57 渡鹿野の天王祭市無民

58 坂崎の神祭市無民

60 トキワガキ群生市天

別表１  福壽寺

別表２  伊雑宮周辺

別表３  志摩市歴史民俗資料館

別表４  隣江寺

別表５  玉泉庵

別表６  安乗神社

別表７  安乗寺

別表８  国分寺

別表９  立神ふれあい
          センター
別表10  少林寺

別表11  波切氏仏教会

別表12  和具観音堂

別表１　福壽寺
 9 県 工 如来形坐像懸仏
 33 市 彫 木造十一面観音立像
 52 市有民 五知の赤旗

別表２　伊雑宮周辺
 3 国無民 磯部の御神田
 67 登 建 中六店舗
 70 登 建 神武参剣道場

別表３　志摩市歴史民俗資料館
 12 県 考 埴製枕
 13 県 考 鹿角装大刀
 44 市 古 下之郷村水帳
 45 市 古 沓掛村祷屋文書
 46 市 考 和同開珎
 47 市 考 画文帯環状乳神獣鏡
 48 市 考 佐々木コレクション
 49 市 歴 高札
 50 市 歴 切支丹制札と徒党制札
 51 市有民 大的矢・小的矢の日和山方位石
 71 登有民 志摩半島の生産用具及び関連資料

別表４　隣江寺
 61 市 天 隣江寺のイチョウ
 62 市 天 隣江寺のクスノキ

別表５　玉泉庵
 34 市 彫 木造十王像附脱衣婆像(残欠)、司命像、司録像
 64 市 天 玉泉庵のナギ

別表６　安乗神社
 2 国無民 安乗の人形芝居
 40 市 工 鉄製砲身
 54 市無民 しめ切り神事

別表７　安乗寺
 28 市 彫 木造薬師如来坐像
 39 市 工 鰐口

別表８　国分寺
 6 県 彫 木造薬師如来坐像
 17 県 史 志摩国分寺跡
 25 市 建 志摩国分寺本堂
 42 市 書 紙本墨書陀羅尼経

別表９　立神ふれあいセンター
 8 県 工 鰐口
 10 県 書 紙本墨書大般若経

別表10　少林寺
 30 市 彫 仏足石
 31 市 彫 木造聖観音立像、木造護法神立像、木造観音立像

別表11　波切氏仏教会
 36 市 彫 木造薬師如来坐像
 41 市 工 鰐口

別表12　和具観音堂
 1 国 彫 銅造如来坐像
 5 県 彫 木造仏頭
 7 県 彫 木造十一面観音立像

志摩市の文化財

66 的矢村神社のイスノキ市天
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2727 木造大日如来坐像市彫
見宗寺別堂の大日堂に安置されてい
る。鎌倉時代前期の作で、像高110
㎝。頭上に宝冠を戴き、白毫（びゃく
ごう）は水晶を嵌める。条帛（じょう
はく）を懸け、裳（も）を着けて結跏趺
坐（けっかふざ）し、智拳印（ちけんい
ん）を結ぶ。台座、光背、宝冠、装身具
は江戸時代の補作。

●所在地：見宗寺※

マップ
5-E

3636 木造薬師如来坐像市彫
像高90㎝。豊頬な面貌、丸く張った
肩や胸の肉取り、力強い衣文（えも
ん）は鎌倉時代の特色を示している。
文政７年(1824)に京都の仏師法橋
菊之進により修復されている。

●所在地：波切氏仏教会
  (大王町波切412)

マップ
6-F 3737 木造聖観音立像市彫

一木造りで像高156.2㎝。円空によ
る延宝２年(1674)の作品であり、円
空独特の鉈彫の観音菩薩像で、右手
は与願印を示し、左手に蓮華を持っ
て蓮華座に立つ。

●所在地：三蔵寺(志摩町片田2665)

マップ
7-D 3838 木造薬師如来坐像市彫

寄木造で像高は86.4㎝。造像時期は
平安時代後期の11世紀頃と考えら
れる。造像当初の像容の大部分を失
していることは惜しまれるが、造形
骨格における主要部には当初の様相
が認められる。

●所在地：明王院※

マップ
5-B

2828 木造薬師如来坐像市彫
鎌倉時代の作で、像高88㎝。蓮華台
に座し、右手に薬壷を持ち、左手は与
願印（よがんいん）を結ぶ。全体に彫
りはやや粗く、肉髻（にっけい）、螺髪
（らほつ）ともに彫りが浅く、面相は
玉眼で口元が小さい。右手は後世補
修されている。

●所在地：安乗寺※

2323 石造宝篋印塔市建
硬砂岩製で高さ126㎝。基礎に一区
の輪郭を設ける関西型である。室町
時代初期の作と考えられ、相輪は後
補である。塔身の４面に金剛界四仏
を示す種子（しゅじ）が陰刻され、基
礎に反花（かえりばな）、笠の４隅に
隅飾突起がある。

●所在地：阿児町国府1164

マップ
4-E

4242 紙本墨書陀羅尼経市書
全長840㎝の紙本
墨書の巻子本。平
安時代の経典と考
えられる。国分寺
本尊の薬師如来坐
像の台座より発見
された。

●所在地：国分寺※

4343 鵜方村文書市古
旧鵜方村役場の倉庫
に保管されていた文
書約600点で、鵜方村
の村政をはじめとし
て近隣旧村の情勢を
知ることができる。文
禄3年(1594)の検地
帳、寛永10年(1633)
から明治4年(1871)
の免定などを含む。

●所在地：志摩市立図書館※

マップ
5-D 4444 下之郷村水帳市古

磯部町下之郷に残
された、文禄３年
(1594)の太閤検
地の水帳(検地帳)
２冊。１冊目は下
之郷地内の田につ
いて、２冊目は畑
と屋敷地について
記されている。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館※

4646 和同開珎市考
磯部町飯浜集落の
東の海岸地に位置
する飯浜貝塚で出
土した。皇朝十二
銭の最初の貨幣
で 、和 銅 元 年
(708)に鋳造が開
始された。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館(磯部町迫間878-9)

4848 佐々木コレクション市考
大王町に居住した
佐々木武門氏により
採集された7,468点
の考古資料。大王町
船越の次郎六郎遺跡
の縄文時代の石器や
塚越貝塚の土器・骨
角製品など志摩の歴
史を語るうえで重要
な資料を含む。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館(磯部町迫間878-9)

4949 高札市歴
阿児町志島に伝えら
れた5枚の高札で、明
治元年(1868)に明
治新政府により設置
された五榜の掲示4
枚と明治5年(1872)
の火附、盗賊、人殺
し、贋金作りの禁止
と告発を記した制札
1枚からなる。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館※

5050 切支丹制札と徒党制札市歴
志摩町御座に伝えら
れた２枚の制札で、
正徳元年(1711)の
キリシタンを禁止す
るものと、明和７年
(1770)の徒党を組
んで一揆を起こした
り、直訴を禁止する
ものがある。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館※

4747 画文帯環状乳神獣鏡市考
大王町波切の塚原古墳
から出土した。埼玉県
稲荷山古墳のほか群馬
県、千葉県、福岡県、宮
崎県の古墳の鏡と同型
である。細長く伸びた
瑞獣の胴上に神仙像を
のせた単位文４組を配
置した主文をもつ。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館(磯部町迫間878-9)

4545 沓掛村祷屋文書市古
磯部町沓掛に伝えられ
た文書。貞享3年(1686)
から明治8年(1875)ま
でに沓掛で行われてい
た神事の記録である「祷
文」と、天文6年(1537)
から安永4年(1775)ま
での祷人の役名が記さ
れている「しあけとうの
日記」が含まれる。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館※

●実施日：１月２日
●場所：宇気比神社(阿児町立神2100)

2424 石造五輪塔群市建
大小あわせて12基
ある。最大のものは
高さ82㎝で砂岩製
であり、地輪に「天正
八年(1580)庚申　
前三州大守慶山太公
居士　正月十一日」
とあることから、甲
賀城主の甲賀楠王丸
の墓碑と考えられ
る。●所在地：妙音寺(阿児町甲賀2266)

マップ
5-E 2525 志摩国分寺本堂市建

正面軒は唐破風造（か
らはふづくり）、繁垂
木（しげだるき）組、斗
拱（ときょう）は二手
先組様式。10世義純
が天保８年(1837)に
本堂再建を起工し、天
保14年(1843)に完
成した。彫刻の多くは
義純によるもの。

●所在地：国分寺(阿児町国府3476)

2626 石造五輪塔群市建
５基の五輪塔からな
り、うち２基には「法
名星隠没年天文十一
年(1542)正月五日」
「泰雲没年天文廿年
(1551)七月廿一日」
の銘文がある。星隠は
九鬼隆次、泰雲は九鬼
泰隆である。

●所在地：仙遊寺(大王町波切6)

マップ
6-F

3232 木造如来形坐像市彫
像高28㎝の小像で、
寄木造り。平安末期か
ら鎌倉初期の作。蓮華
台に座し、両手先が欠
落する。白毫（びゃく
ごう）は水晶を嵌め
る。

●所在地：龍泉寺※

マップ
4-B 3333 木造十一面観音立像市彫

福壽寺観音堂の本尊
で高さ78.3㎝。平安
末期から鎌倉初期の
作。両腕とも肘より先
は後世補修されてい
る。頂上仏面以外の仏
面を欠失する。

●所在地：福壽寺※

3939 鰐口市工
直径30㎝。「永禄三庚
申年(1560)九月十三
日阿苔西明寺」の銘が
ある。もとは西明寺に
あったが、明治中期に
安乗村の４カ寺の統
合により薬師堂とと
もに安乗寺に移され
た。

●所在地：安乗寺※

4141 鰐口市工
直径28㎝、厚
さ10㎝で、「萬
治二年(1659)
七月八日冶工
藤原越後守重
種波切村薬師
堂奉寄進衆泉
住隣仲桂昌本
願森岡長兵衛」
の銘がある。

●所在地：波切氏仏教会(大王町波切412)

4040 鉄製砲身市工
全長は171㎝、
胴回りは最大部
で118㎝で、中
央部に稲垣家の
家紋「抱茗荷」が
浮彫されてい
る。幕末、幕府が
鳥羽藩に伊雑宮
警備を命じ、整
備された台場に
据えられた。●所在地：安乗神社(阿児町安乗842)

3434 木造十王像附脱衣婆像(残欠)、司命像、司録像市彫
室町時代の作で、像高
は、閻魔王像71.5㎝、
他の王53.1㎝、奪衣
婆像27.7㎝。木造で
彩色され、彫眼、頭部
は挿首、体躯は前後二
材矧ぎ、両脚部は横一
材を寄せている。十王
は冥界で死者の裁判
を行い、行く世界を定
めると考えられた。●所在地：玉泉庵(磯部町迫間671)

3535 木造薬師如来立像及び両脇侍立像市彫
円空が阿児町立神に
逗留した延宝 2年
(1674)頃の作と考え
られる。杉材を用い、
像高は木造薬師如来
立像が109.5㎝、両脇
侍立像が89.5㎝。両
脇侍立像は丸太を２
つ割りにして鉈彫に
したもの。

●所在地：薬師堂※

マップ
2-C3030 仏足石市彫

石面の最大幅150㎝、
縦77㎝、高さ55㎝
で、陰刻は比較的浅
い。足の裏には千幅相
輪、卍、宝輪、三宝標な
どが陰刻される。碑銘
がなく、制作年代不明
であるが、天保年間に
造立されたと伝えら
れる。

●所在地：少林寺(阿児町立神2051)

3131 木造聖観音立像、木造護法神立像、木造観音立像市彫
延宝２年(1674)、立神村の薬師堂に滞
在した円空により制作された。聖観音
立像は像高215㎝で桜の原木をその
まま生かすもので、善女龍王（ぜん
にょりゅうおう）像とも考えられる。
護法神立像は像高91.5㎝、観音立像は
像高58.7㎝で素材を生かして顔の部
分だけ彫刻する。

●所在地：少林寺※

2929 曼荼羅石市彫
もとは神明神社の別当寺、文殊寺の境
内に建っていた。高さ92㎝、幅62㎝、
厚さ52㎝の自然石を用いている。文
殊菩薩を表す「マン」の字が正面に記
されるほか、多くの梵字が刻まれてい
る。左側面には「文殊開山　沙門朝聞
　暦応二乙卯年(1339)正月十八日」
と刻印される。

●所在地：神明神社(阿児町神明23-1)

マップ
5-D

5959 志島古墳群市史
かつて13基の古墳が
確認されたが、現在確
認できるのはおじょか
古墳(11号墳)のほか、
塚穴古墳(４号墳)、松
本塚古墳(９号墳)、上
村古墳(10号墳)のみで
ある。いずれも志摩地
域を治めた有力者の墓
と考えられる。

●所在地：阿児町志島

マップ
5-F

5151 大的矢・小的矢の日和山方位石市有民
磯部町的矢は江戸時
代、風待ち港として
多くの帆船が出入り
し、2つの日和山が
あった。2つの方位石
はそれぞれにおかれ
ていたもので、花崗
岩を円筒形に加工
し、盤面に十二支(方
角)を線刻する。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館(磯部町迫間878-9)

幹の直径が67
㎝あり、４本の
幹が分岐し、枝
は横に大きく
拡がって、春の
満開時には見
事な景観を見
せる。

●所在地：磯部町恵利原5

5353 ひっぽろ神事市無民
一から九番起しまでの獅子
舞神事が終わるころ、若衆
が境内に入場し、甘酒や煙
草の火を要求し火祭が始ま
る。トリの若衆が豊年竿を
広場で回すとともに筵の小
屋を破り、ハゼの若衆が焚
くドントの火をたたき消
す。若衆が獅子を追い込み、
退場し神事を終る。

マップ
5-E

●実施日：１月10日
●場所：安乗神社(阿児町安乗842)

5454 しめ切り神事市無民
15時頃より獅子舞神
事を行い、その後、裃を
着用した２名の加用頭
が、古加用の介添によ
り、長さ８ｍ、130㎝の
太い部分が２ヶ所ある
大注連縄を１番切り、
２番切りと切り続け、
切り終ると「ときの声」
をあげ、神事を終る。 ●実施日：８月14日

●場所：阿児町甲賀字浜田海岸

5555 鼓踊市無民
新亡者慰霊のための大
念仏行事で、大念仏、回
向（えこう）念仏、芝酒
の儀、地囃、和讃、鼓踊
の一連の行事が行われ
る。念仏行事が終わる
ころに鼓踊連中が入場
し、羯鼓打（かっこう
ち）を中心に円形に並
び男女20余が踊る鼓
踊がはじまる。

マップ
5-E

●実施日：1月1～3日
●場所：宇賀多神社(阿児町鵜方1550)

5656 鵜方獅子舞市無民
１日は宮獅子（雄）が天
狗の案内に従い、笛、太
鼓の奏楽とともに舞い
進んだあと元の位置に
戻り、３回舞う。２日は
同様に５回舞う。３日は
２回目の舞の途中から
権現獅子(雌)が加わり
一緒に舞う。追い込みの
舞の後、獅子の口におひ
ねりが投げ入れられる。

マップ
4-D

●実施日：７月20日以降の土曜日
●場所：磯部町渡鹿野

5757 渡鹿野の天王祭市無民
浜辺に安置されてい
た神輿を八重垣神社
に運び、全島の灯を
消し神遷の儀式が行
われる。神輿は各戸
を「チョーサーヤー」
のかけ声とともに悪
魔払いをして回り、
最後に前の浜を３回
走り、勇壮なねりあ
いが行われる。

マップ
3-E

●実施日：１月１日
●場所：宇気比神社(磯部町坂崎460)

5858 坂崎の神祭市無民
古式の方法で発火し、
神前に供する。茅の輪
を使い、年占いを行う。
祷屋が神饌を調理し、
通い人が神社に運び、
祷人らと食事をする。
この神事後、弓引き神
事が行われる。

マップ
4-D

5252 五知の赤旗市有民
「天照皇太神宮　春日大明神　八幡
大菩薩」と墨書され下半が損失して
いるもの(長さ99.9㎝、幅36.4㎝)と
平家家紋の「揚羽蝶」が２つ描かれ、
朱が塗られた完形のもの(長さ2.5
ｍ、幅36.4㎝)がある。いつ頃作られ
たかは不明。

●所在地：福壽寺※

6060 トキワガキ群生市天
カキノキ科の常緑小高木で、本州で
は中部以南の山地に自生樹がみられ
るが、群生は珍しい。晩春に釣鐘形、
淡黄色の花をつけ、秋に径10mmほ
ど結実をみる。

●所在地：神明神社(阿児町神明23-1)

マップ
5-D 6161 隣江寺のイチョウ市天

イチョウの大樹で直径112㎝、樹高
6.9ｍ。磯部町で最も大きいイチョウ
である。

●所在地：隣江寺(磯部町坂崎1192)

6262 隣江寺のクスノキ市天
枝葉や根に芳香がある大樹で直径
172㎝、樹高13.6ｍ。樹姿もよく、独
立樹としては磯部町で最も大きい。

●所在地：隣江寺(磯部町坂崎1192)

マップ
2-B6363 家建の茶屋跡のオオシマザクラ市天

ナギの自生地
は、紀伊半島南
部、山口県、四
国、九州等の暖
地に限られて
いるが、寺社の
境内木として
生育している。
直径83㎝。

●所在地：玉泉庵(磯部町迫間671)

6464 玉泉庵のナギ市天
タブノキは常緑高
木でクスノキに似
ているが匂いはな
い。日和山の上に
大きく枝を拡げる
景観は見事であ
る。主幹の直径は
110㎝で、根本か
ら直径70㎝の幹
が分岐している。
樹高は15.4m。●所在地：磯部町的矢814

マップ
3-E6565 小的矢の日和山のタブノキ市天

静岡県以西の暖地に自
生する常緑高木で葉に
大小の虫こぶができや
すい。大きい虫こぶを吹
くとヒョーヒョーと鳴
るのでヒョンノキの異
名がある。的矢村神社の
本殿のすぐ横にそびえ
るこの木は際だつ景観
を見せる。直径約90㎝、
樹高11.4mである。●所在地：的矢村神社(磯部町的矢618)

マップ
3-E6666 的矢村神社のイスノキ市天

昭和４年(1929)に
建てられた伊雑宮
の門前の飲食店。１
階には厨房や控室、
私的な部屋が、２階
には８畳を主とし
た客室が配置され
る。道路に面した側
はほとんど開口部
で構成され、開放的
な外観である。●所在地：磯部町上之郷392 

マップ
3-C6767 中六店舗登建

海の難所であった
大王﨑に昭和２年
(1927)に建てられ
た。総高23ｍで、扇
形に配した列柱で
付属舎バルコニー
を支え、入口には古
典主義的デザイン
を施す特徴的な外
観である。

●所在地：大王町波切54-3

マップ
6-F6868 大王埼灯台・門柱及び塀登建

昭和23年(1948)に木造
の灯台から建替えられた
現在の灯台は、総高16
ｍ、白色の鉄筋コンク
リート造で円筒形の灯
室、角柱形の灯塔、方形の
付属舎で構成されてい
る。装飾要素を排した幾
何学的構成を特徴とする
建造物で、岬の歴史的景
観に寄与している。●所在地：阿児町安乗795

マップ
3-F6969 安乗埼灯台登建

伊雑宮の門前に位
置する剣道場。木造
二階建、瓦葺の建物
で、伊勢湾台風時に
倒れた木が材料と
して用いられたと
伝えられる。正面玄
関には千鳥破風を
設け、その上に「参
剣」を表した鬼瓦を
載せる。●所在地：磯部町上之郷375-1

7070 神武参剣道場登建
志摩半島の漁撈や
農耕などの生業と
船大工や鍛冶屋な
どの諸職の用具
3,701点と、旧国
立真珠研究所の母
貝の施術用具や各
種の核、真珠見本
など127点で構成
される。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館(磯部町迫間878-9)

7171 志摩半島の生産用具及び関連資料登有民

66 木造薬師如来坐像県彫
1507年に津の仏師・定榮（じょうえ
い）により制作された。像高194㎝
で、桧材の寄木造り。全体に形式化
し、室町時代末期の傾向を示す。志摩
国分寺の本尊で、秘仏として20年に
１度開帳される。

●所在地：国分寺※

77 木造十一面観音立像県彫
平安時代前期の作で、全体に後世の
修理がなされているが、なお当時の
特徴を見ることができる。像高155
㎝、桧材の一木造りで内刳は施さな
い。右手に錫杖（しゃくじょう）、左手
に水瓶（すいびょう）を持つ。和具観
音堂の本尊である。

●所在地：和具観音堂※

55 木造仏頭県彫
平安時代後期の作で、丈六（じょうろ
く）如来像の頭部である。像高98㎝、
桧材で、耳の後で後半部を欠失して
いる。頬は張りがあり、伏せ眼がちな
切れ長の眼の親しみのある顔をして
いる。

●所在地：和具観音堂※

1515 波切のわらじ曳き県無民
稚児の踊りととも
に太鼓、笛の音にあ
わせ祭文が読誦さ
れた後、大王島の方
角に稚児の手で２
ｍ余りの大わらじ
が曳かれる。その
後、大わらじは若者
に担がれて、須場の
浜から海に流され
る。

●実施日：９月の申の日
●場所：波切神社(大王町波切1)

マップ
6-F 1616 ささら踊り県無民

陣ばやし・ささら踊
り・なむで踊りから
なる盆行事で、５年
毎に行われるが、中
間年に陣ばやしの
みが行われる。ささ
ら踊りは、カンコ３
人を中心に数十名
が大きな輪となり
踊る。●実施日：８月14・15日

●場所：立神コミュニティ倉庫(阿児町立神2631)

マップ
5-E

44 鳥羽・志摩の海女漁の技術国無民
漁業者として身体
一つで海中に潜
り、簡単な道具で
貝類等を採捕する
長期間継承されて
きた漁の技術や昔
ながらの日常習慣
が指定されてい
る。古代から伊勢
神宮と関係が続い
ている。

88 鰐口県工
長径36㎝、厚さ12㎝。
「長禄四年(1460)庚辰
二月一日山國廣田寺備
後源三郎」の銘がある
が、どのような経緯で
この地に渡ってきたか
は不明である。以前は
薬師堂瑠璃殿に掛けら
れていた。

●所在地：立神ふれあいセンター※

1414 越賀の舞台県有民
嘉永２年(1849)５月
上棟、嘉永４年(1851)
落成。木造桟瓦（さんが
わら）葺、正面起（むく）
り破風（はふ）入母屋造
（いりもやづくり）、背
面切妻造（きりつまづ
くり）、平屋建である。
毎年秋に、地元青年団
による演芸会の舞台と
して使用されている。●所在地：志摩町越賀532

マップ
7-C

1010 紙本墨書大般若経県書
欠失・毀損のため補写
補填が行われ、仁安3年
( 1 1 6 8 ) 、承 安 4 年
( 1 1 7 4 ) 、建 久 3 年
( 1 1 9 2 ) 、元 久 2 年
( 1 2 0 5 ) 、正 応 5 年
(1292)と江戸時代の
奥書のものが混在す
る。600巻のうち130
巻に円空による釈迦説
法図が付されている。●所在地：立神ふれあいセンター※

1111 紙本墨書大般若経県書
主に平安、鎌倉、室
町時代の写経を集
めて一具としたも
ので、最も古い経
本 は 承 和 ９ 年
(842)頃の池上内
親王願経である。
原則10巻毎の始
めの巻の計58巻
に円空の釈迦説法
図を付している。●所在地：金剛院※

マップ
7-D

1313 鹿角装大刀県考
志摩町御座の御座
白浜の防潮堤建設
工事の際に出土し
た。古墳時代の大
刀で刀身の先は欠
損する。鹿角製の
鞘口装具・把縁装
具が良好に残って
おり、精巧な直弧
文（ちょっこもん）
が刻まれている。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館
　　　　 (磯部町迫間878-9)

1212 埴製枕県考
阿児町志島のおじょか
古墳から出土した。土製
で、背板に頭部受けが付
けられる。背板の両面と
頭部受けの側面に直弧
文（ちょっこもん）が施
される。埴製枕は全国に
５例しかないが、その中
でも装飾性豊かである。

●所在地：志摩市歴史民俗資料館(磯部町迫間878-9)（寄託資料）

99 如来形坐像懸仏県工
縦35.6㎝、横36.5㎝の
桧材の円形鏡板に、如
来形坐像と蓮華座を釘
留めする。鏡板背面に
「建武三年(1336)二
月」の墨書があり、制作
の下限を示す。13世紀
後半の制作と考えられ
る。

●所在地：福壽寺※

1717 志摩国分寺跡県史
国分寺は奈良時代
に各旧国に配置さ
れ、中央的な仏教の
進展に寄与した。発
掘調査は行われて
いないが、現在の国
分寺から古代の瓦
が出土しており、古
代の国分寺の推定
地とされる。

●所在地：阿児町国府3476

1818 浜島古墳県史
熊野灘に面した丘
陵上にある古墳群
で、現在では宅地の
中に散在する。15
基の古墳が知られ
ており、７号墳には
横穴式石室が残さ
れている。

●所在地：浜島町浜島1416 ※

マップ
6-B 2020 おじょか古墳県史

５世紀後半に志島古
墳群で最初に造られ
た古墳で、昭和42年
(1967)に発掘調査
がなされた。九州地
方の影響を受けた、
板石積みでハの字形
に開く横穴式石室が
残る。鏡、武器、武具、
農具、装身具、埴製枕
が出土した。　●所在地：阿児町志島512-1

マップ
5-F 2121 和具大島暖地性砂防植物群落県天

和具漁港から南に約
３kmの海上にある
大島の砂浜にはハマ
ユウのほかハマウ
ド、ハマグルマ、ハマ
アザミ、ハマニガナ、
キノクニシオギク、
ハマボウフウ、ハマ
エンドウ、イヨカズ
ラ、ハマヒルガオな
どが群生する●所在地：和具大島(志摩町和具)

マップ
8-C 2222 宇気比神社樹叢県天

オガタマノキ、タブ
ノキ、ヤブニッケイ、
クスノキ、ホルトノ
キ、ヒメユズリハ、ス
ダジイを主とする海
岸部に特徴的な暖帯
性常緑広葉樹林。神
宮林を北限とするツ
ゲモチの大木が特筆
される。

●所在地：浜島町浜島682ほか

マップ
5-B1919 旧越賀村郷蔵県史

明和３年(1766)に
建てられた、鳥羽藩
に納める年貢米を
一時収納した倉庫
である。木造本瓦葺
切妻造（きりつまづ
くり）の土蔵で、松
材を主とし栂（つ
が）材を混用してい
る。外部は全面に下
見板が張られる。●所在地：志摩町越賀602

マップ
7-C

11 銅造如来坐像国彫
像高16.8㎝の小像で、全
体におおらかな姿である。
右手は肘より先が欠失し
ており、頭部と体部に火肌
が認められる。蝋型により
鋳造された銅造で、内部は
首のあたりまで空洞に
なっている。制作は平安時
代前期と考えられる。

●所在地：和具観音堂※

マップ
7-C
別表12 22 安乗の人形芝居国無民

安乗地区を中心とした
有志による三人遣いの
人形芝居。淡路系の演
目が伝えられている。
元禄時代に始まり、大
正末期に中断したが、
昭和25年に復活した。
また、１月２日には大
漁祈願を目的とした式
三番を舞い納める。●実施日：９月15・16日

●場所：安乗人形芝居舞台(阿児町安乗845)

33 磯部の御神田国無民
毎年、磯部町の９地
区が７年ごとの輪番
で実施する。大団扇
をつけた忌竹（いみ
だけ）を裸男が奪い
合う竹取り、田楽に
あわせ伝統的な衣装
で行う田植え、伊雑
宮まで唄をうたい進
む踊り込みなどが行
われる。

●実施日：６月24日
●場所：伊雑宮御料田(磯部町上之郷374)

志摩市文化財一覧

《お問い合わせ先》
志摩市教育委員会 生涯学習スポーツ課

TEL 0599-44-0339
《写　真　提　供》

泊正徳、松本高正、三重県総合博物館

無形民俗文化財の実施日は変更される可能性が
あります。
所在地に※がついているものは常時公開されて
おりませんので、お問い合わせください。
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